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くらし安全　新しいまちづくりをすすめよう
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沼津の今後のまちづくりについて考えるセミナーを開催しました

①地域独自の課題を発見し解決する
②公民にかかわらず、まちの空間資源を使いこなす
③人間中心の視点で居心地よい環境をつくる

　平成３０年１２月４日㈫、市内プラサヴェルデにて、市民の会主催で、「ぬまづまちづくりセミナー」を開催しま
した。市川会長、賴重市長からの挨拶後、新屋副市長からは、「これからの沼津のまちづくり」と題してまちづ
くりの今後について説明があり、株式会社日建設計総合研究所　上席研究員西尾氏による講演「民間主導でまちを
活かす都市再生」が行われ、多くの会員や市民の参加がありました。

●これからの沼津のまちづくり
　－鉄道高架を活かして－
　国内外の都市では、公共交通を都市の交通手段の軸と
し、都市拠点に諸機能を集中させた、「コンパクト＋ネ
ットワーク」を形成したまちづくりがいくつも行われて
おり、まちづくりの潮流は、地域資源・歴史・文化・デ
ザインを重視した人間中心の公共空間の実現へとシフト
している。
　沼津市でのまちづくりにおいても、鉄道高架のインパ
クトを活かした、ヒト中心の公共空間の再編や、新たな
都市機能の導入が求められる。

GO!GO!
西尾氏による講演

新屋副市長による説明

これからのまちづくりの３つのキーワード

●民間主導でまちを活かす都市再生
　沼津市を他の都市と比較検討すると、経済的には恵まれており、投資的なまちづくりが可能なため、高架化
に合わせて、既存・新規の空間資源を活用しながらまちづくりを進めていくことができる。
　まちづくりを進める上で大切なことは、“民” が、あらゆる流派を使いながら、自分にできるスタンスで参
画すること。沼津のみらいは明るい！
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公共交通を軸としたコンパクトなまちづくりが進められています

◆富山県富山市◆　公共交通沿線地区への居住推進

◆福井県福井市◆　新幹線開通前の拠点整備

▼富山市でのまちづくりの様子

ほっとできる空間を演出するため、
富山県産杉が用いられた富山駅構内

賑わいの核となる、全天候型の多目
的広場 “グランドプラザ” を整備

高架下にある路面電車の停留所。壁
面は大自然がイメージされている

　会員の有志１６名で、平成３１年２月４日㈪～５日㈫にかけて、鉄道高架事業の先進地である富山県富山市及び福
井県福井市への視察を実施しました。

　富山市では、北陸新幹線の開通に伴い、富山駅を中心に、公
共交通を軸として拠点に都市機能を集中させる、コンパクトな
まちづくりが進められています。

進められている主な施策
・路面電車の南北接続（駅の南北を走る路面電車の接続）
・公共交通沿線地区への居住推進（沿線での住宅供給に対する補助）
・おでかけ定期券事業（交通料金の割引による外出機会の創出）

　コンパクトなまちづくりの効果として、中心市街地での、歩
行者数増加、空き店舗率の減少、転入人口の増加、小学校児童
数増加などが見込まれています。

　福井市では、北陸新幹線の開通が予定されていますが、福井
駅周辺で、鉄道施設により東西市街地が分断されてしまい、十
分な都市機能が発揮されていないという問題がありました。
　そこで、在来線の鉄道高架事業とともに、再開発ビル、駅
西口広場、駅周辺道路の整備など駅周辺の土地区画整理事業
が行われ、駅周辺が新たな賑わいづくりの拠点として生まれ

　視察先では、駅の高架化に賛同す
る民間の声がとても大きかったと聞
きました。民間が積極的にまちづく
りに関与することが何よりも大切だ
と感じました。
　市民の会元副会長
　（沼津商工会議所青年部直前会長）

　行政の力だけでは限界があるの
で、官民が一丸となることが重要だ
と感じました。沼津駅の一日も早い
高架化に向け、民間の立場で協力し
ていきたいと改めて強く思いました。
　市民の会副会長
　（沼津青年会議所理事長）小栗雄介 山本真太郎

参加会員の声

変わっています。平成３１年度には在来線の鉄道高架事業が完了予定で、北陸新幹線の開
通が待ち望まれています。福井駅西口広場の視察の様子

富山駅南口駅前

福井駅西口
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　平成３０年８月６日㈪には、石井大臣が静岡県東部を訪れ、沼津駅
付近の鉄道高架事業の現状について視察し、「地域と連携しながら
支援していく」と述べられました。

総会の開催・先進事例視察・広報紙「かけはし」発行などを実施しました

石井国土交通大臣に鉄道高架事業の早期完成を要望しました
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平成３０年度総会の様子

大臣室での面会の様子 要望書に目を通す石井大臣

平成30年度　特別会費収支決算見込
（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

収入の部� （単位：円）

科　目 収入額 摘　要

1 特別会費 1,040,000 法人・個人・団体

2 視察参加費 240,000

合　　計 1,280,000

支出の部� （単位：円）

科　目 支出額 摘　要

1

広報啓発活動費 1,280,000

内　訳

824,170 富山・福井視察

243,222 まちづくりセミナー

116,640 懸垂幕

95,968 その他広報費

合　　計 1,280,000

特別会費についてご協力いただき、誠にありがとうござい
ました。

　平成３０年７月２３日㈪に、賴重市長、『沼津まちづくり推進議員の会』等と国土交通省を訪問し、鉄道高架事業
の早期完成に向けた継続的支援を主旨とする要望書を提出しました。
　石井国土交通大臣は、「鉄道高架事業は、重点的な事業と位置付けており、引き続き、最大限の支援をしていく」
と述べられ、事業を推進していく方針を明言しました。

石井大臣による視察
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沼津市長のメッセージ

鉄道高架関連事業が着々と進んでいます

　市民の会の皆様におかれましては、鉄道高架事業の推進について多大なるご協力
を賜り、誠にありがとうございます。
　市長として市政をお預かりすることになり、早いもので１年が経ちます。市長就
任以来、私は「誇り高い、元気なまち沼津」を作り上げたいとの思いから、これま
でも貫いてきた「現場主義」の考え方に基づき、市政運営に取り組んでまいりまし
た。
　本市は自然や歴史、地理的条件など、都市としての魅力や発展のポテンシャルを
十分に兼ね備えていることから、これらを活かし、元気で活力のある沼津をつくり
あげていきたいと考えております。
　鉄道高架事業は、本市における強固な南北都市軸を形成し、沼津駅周辺の都市空
間の再編とまち全体の活性化に寄与する重要な事業であることから、強い意志を持
って事業推進を図ってまいります。
　事業の早期完成に向けて、皆様方の更なるお力添えをお願い申し上げます。

鉄道高架事業をはじめとする「沼津駅周辺総合整備事業」については、以下で詳しく紹介しています。
・沼津市公式ホームページ� ・Facebookページ「沼津発⇒未来へ」
　https://www.city.numazu.shizuoka.jp/shisei/keikaku/station

市内あまねガード南付近

◆駅周辺土地区画整理事業の進捗状況◆

静岡県と沼津市による取り組みが進められています
　鉄道高架事業の実施主体である静岡県と沼津市は、市内の公共施設やスーパ
ーマーケット等の人が集まる場所で、まちかどトークを定期的に開催していま
す。
　まちかどトークでは、鉄道高架事業に関する資料や模型の展示、動画の上映
などにより、市民に鉄道高架事業の内容が伝えられるとともに、直接市民の声
に耳を傾ける取り組みが行われています。 まちかどトークの様子

賴重秀一市長

◆鉄道高架事業に関する用地取得率◆

　昨年１０月に土地収用法に基づく調査を実施して以降、６件の地権者
から新たに土地を取得し、新貨物ターミナル用地取得率は８６.７％に
達しました。
　その結果、高架本体用地や新車両基地用地と合わせて、鉄道高架事
業に関する用地取得率は合計で91.0%となりました！

■取得済み　■未取得
※平成31年２月末現在

91.0%


